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みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

　七夕は、織姫と彦星が 1年で 1度だけ逢える日。そのため「二人のように願い事が叶います
ように」と、星に願いをする行事です。今年は新型コロナウイルスの影響で友達とも遊べず自
宅での生活が長引きました。短冊に書かれた子ども達の夢が叶う事を願っています。
　「瑞浪市に笑顔が戻りますように。」

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
臨

時
給
付
金
な
ど
国
の
施
策
に
加
え
応
援
チ

ケ
ッ
ト
の
発
行
や
、
納
税
時
期
の
先
延
ば

し
な
ど
様
々
な
制
度
を
活
用
し
、
市
民
の

皆
様
の
生
活
を
守
る
た
め
に
議
会
と
し
て

も
努
力
を
続
け
る
毎
日
で
す
。
こ
の
編
集

後
記
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
市
内
に
一

人
の
感
染
者
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
考

え
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
最
前

線
で
戦
っ
て
お
ら
れ
る
医
療
関
係
者
の
皆

様
へ
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
当
た
り
前
に
行
え
て
い
た
こ
と

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
が
も
た
ら
す
危
険
性

か
ら
、
地
方
へ
移
住
を
試
み
る
人
の
流
れ

が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
の
苦
難
を
乗
り

越
え
た
先
に
本
当
の
地
方
創
生
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
大
切
な
人
と
安
心
し

て
過
ご
せ
る
瑞
浪
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
議
会
が
市
民
の
皆
様

の
声
を
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
な

る
よ
う
、
委
員
と
し
て
残
り
の
任
期
を
全

う
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　議
会
広
報
広
聴
委
員
会委員

　樋
田
翔
太

9
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
9
月
1
日（
火
）
〜
10
月
1
日（
木
）

◆
市
政
一
般
質
問

　
9
月
28
日（
月
）
９
時
〜

　
9
月
29
日（
火
）
９
時
〜

６月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

短冊に願いをこめて（瑞浪幼児園）

６月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）
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可決予算
決算

付託先議案名

令和２年度瑞浪市一般会計
補正予算（第５号）

議長(成瀬徳夫議員)は採決に加わらない。

※議第64号、議第65号は内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
67号予算

議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

同意省略
同意省略

可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教
可決総務民生文教

可決経済建設
可決経済建設
可決予算決算
可決予算決算

採択経済建設

採決結果付託先

可決̶

承第 1 号 専決処分の承認について（令和元年度専第８号　瑞浪市税条例等の一部を改正す
る条例の制定について）
専決処分の承認について（令和元年度専第９号　瑞浪市都市計画税条例の一部を
改正する条例の制定について）

専決処分の承認について（令和元年度専第１１号　瑞浪市消防団員等公務災害補
償条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第１号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第１号））
専決処分の承認について（令和２年度専第２号　瑞浪市国民健康保険条例の一部
を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第４号　瑞浪市後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第５号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第２号））
専決処分の承認について（令和２年度専第６号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第３号））

瑞浪市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

瑞浪市税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市税条例及び瑞浪市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

工事請負契約の締結について【衛生センター解体撤去工事】
財産の取得について【救急自動車及び救急資機材の更新整備】
令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）
令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第６号）

瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する
意見書提出に関する請願書

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する
意見書の提出について

専決処分の承認について（令和元年度専第１０号　瑞浪市地方活力向上地域にお
ける瑞浪市固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する
条例の制定について）

承第 2 号

承第 3 号

承第 4 号

承第 5 号承　認

人　事

条　例

その他

予　算

請　願

意見書

承第 6 号

承第 7 号

承第 8 号

承第 9 号

議第 49号
議第 50～ 63号

議第 42号
議第 43号
議第 44号
議第 45号

議第 46号

議第 47号
議第 48号

議第 64号
議第 65号
議第 66号
議第 68号

請願第 1号

発議第 1号
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　　貸与時期等の配慮はどのようか。

児童・生徒 1人に 1台タブレット端末を貸与し、充
実した ICT教育を実施する。
小中学校タブレット PC 購入事業に 1 億 1,723 万
円のほか、教員用タブレット PC やプロジェクター
等の購入用に小中学校デジタル機器整備事業として
3,980 万円。

　
今
回
の
予
算
決
算
委
員
会

は
、
６
月
４
日
・
18
日
・
24
日

の
３
日
間
行
い
ま
し
た
。喫
緊

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
事
業
に
対
し
て
、
効
率
的
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
か
審
査
し

ま
し
た
。

6月
定例会
会 期
6月4日から

　　　　　29日まで

　
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
各
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た
内
容
の

一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
会
議
の
初
日
と
最
終
日
に
は
、
委
員
会
で
審
査
し

た
案
件
を
本
会
議
場
で
採
決
を
し
ま
し
た
。

※

採
決
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

コロナ対策コロナ対策コロナ対策コロナ対策

問

小中学生にタブレット端末を配備

売上げが減少した事業者の事業継続支援と、地域
における消費喚起を目的として、【プレミアム付き
応援券】みんなで頑張ろう！「みずなみ応援券」を
発売する。事業者応援券発行事業1億 7,060万円。

新型コロナを乗り切るみずなみ応援券

ひとり親世帯に特別給付金

　　12月末までに購入を終え、セットアップ完
了後に貸与となる。卒業学年を優先する予定だ
が、本格活用は次年度からとなる見込みである。

答
　タブレットの家庭での活用は可能か。問
　　校内利用が基本であるが、感染症などによ
る長期的な臨時休業に備え、一時貸出しができ
るよう準備をしている。

答

　　事業者にどういうメリットがあるか。問
　　店頭で直接応援券を販売可とすること
で、事業者の手元に早く現金が渡る仕組みで
ある。

答

　　家計の急変により、新たに受給対象と
なるのが 250 世帯、既受給者のなかで追
加給付を受けることができるのが 50 世帯
と想定している。

　　給付対象者数の想定は。

コロナ禍の影響から子育てと仕事を 1 人で担
うひとり親世帯に特に大きな困難が生じてい
ることを踏まえ、負担増や収入減に対して支
援を行う。児童扶養手当受給世帯のうち、収入
が減少している世帯や直近の収入が児童扶養
手当の対象となる水準に下がった世帯が対
象。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

休業協力に独自支援

　　県に休業補償申請した事業者のうち、
審査を通らず不給付となった事業者。

　　対象となる事業者は。

県の休業補償申請に不給付となった事業者に
対する救済措置として、1件当たり 20万円の
協力金を給付する。感染症拡大防止協力事業
者給付事業 1,000 万円。

問

答

　　必要書類を提出いただき、県が発行し
た不給付通知を確認することで対象であ
るか否かの確認を行う。

　　給付はどのような流れか。問

答

児童・生徒用に2,605台、教員用に120台を配備

論
討

今後の社会情勢や現在の財政状況を考える
と行うべき事業ではない。

病院事業に待った

議会の監視機会の確保を

妥当性を検証すべき

議会の審議

賛
成

反
対

令和2年度
　一般会計補正予算第5号

コロナ対策以外の

国土交通省の先導的官民連携支援
事業を活用し、瑞浪駅前の活性化
に向けた民間活力の導入可能性を
調査する。

きなぁた瑞浪隣接地に整備予定

策定中の瑞浪駅周辺再開発計画
きなぁた瑞浪の北側の河川をはさ
んで接する1区画（5,000㎡）に、
バーベキュースペースと駐車場を
整備するための測量設計業務を外
部に委託する。

瑞浪市と土岐市の病院統合に関し
て、来年度設立予定の病院事業一
部事務組合の設立に向け、各種準
備を進めていく。準備費は両市で
負担する。

雇用調整助成金、期間延長を国に要望

①　緊急対応期間の延長　令和2年12月31日まで
②　生産指標要件　　　　現在の生産指標要件を継続
③　助成率　　　　　　　現在の特例措置の助成率を継続

気になる事業気になる事業

業界の声を国に届けます！業界の声を国に届けます！

瑞浪駅周辺再開発 バーベキュースペース 病院問題

瑞浪駅前周辺再開発事業
2,050万円

農産物等直売所規模拡大
整備事業1,900万円

病院事業一部事務組合
設立準備費負担事業

593万円

　岐阜県陶磁器工業協同組合連合会から瑞浪市議会に提出された「新型コロナウイルス感染症
にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する意見書提出に関する請願書」を受けて、
本市の基幹産業である陶磁器業界を始めとする地域産業の窮状を認識し、市議会としても労働
者の雇用を維持し事業を継続していくために、国・関係機関へ下記の内容をお願いする意見書を
提出しました。

　　本事業は再開発事業におけ
る駅北エリアの事業ニーズの把
握や複合施設の構築化を図るた
め民間活力の導入を調査するも
のであり、今後作成する瑞浪駅
周辺再開発推進計画を補足する
ものという位置づけである。

　　近隣に類似施設がないこと
や地元の新鮮な野菜と加工品、
精肉による集客効果から、年間
300日間の営業で1万人の集客
を予想している。

　　主な使途は調査委託費で、
負担割合は人口で決まり瑞浪市
の負担は全体の39.1%である。

　　構成員としては考えていな
いが、準備会の協議内容等を説
明し、意見を反映していきたい。

　　現在進んでいる駅周辺再開
発事業との関係はどのようか。

　　収益の予測はどのようか。

　　負担金の使い道及び土岐市
との負担割合はどのようか。

　　市議会議員は準備会や病院
事業一部事務組合の構成員にな
れるのか。

補正予算に含まれる病院事業
一部事務組合設立準備費負担
事業（P3参照）について討論
が行われました。

地域医療構想については、事
業中止でなく、継続的に関わ
る機会を持つべき。

計上されているのは調査委託
費であり、否決されれば新病
院建設位置の妥当性を検証す
る機会が失われてしまう。

ココに注目！ココに注目！
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　　貸与時期等の配慮はどのようか。

児童・生徒 1人に 1台タブレット端末を貸与し、充
実した ICT教育を実施する。
小中学校タブレット PC 購入事業に 1 億 1,723 万
円のほか、教員用タブレット PC やプロジェクター
等の購入用に小中学校デジタル機器整備事業として
3,980 万円。

　
今
回
の
予
算
決
算
委
員
会

は
、
６
月
４
日
・
18
日
・
24
日

の
３
日
間
行
い
ま
し
た
。喫
緊

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
事
業
に
対
し
て
、
効
率
的
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
か
審
査
し

ま
し
た
。

6月
定例会
会 期
6月4日から

　　　　　29日まで

　
６
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
各
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た
内
容
の

一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
会
議
の
初
日
と
最
終
日
に
は
、
委
員
会
で
審
査
し

た
案
件
を
本
会
議
場
で
採
決
を
し
ま
し
た
。

※

採
決
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

コロナ対策コロナ対策コロナ対策コロナ対策

問

小中学生にタブレット端末を配備

売上げが減少した事業者の事業継続支援と、地域
における消費喚起を目的として、【プレミアム付き
応援券】みんなで頑張ろう！「みずなみ応援券」を
発売する。事業者応援券発行事業1億 7,060万円。

新型コロナを乗り切るみずなみ応援券

ひとり親世帯に特別給付金

　　12月末までに購入を終え、セットアップ完
了後に貸与となる。卒業学年を優先する予定だ
が、本格活用は次年度からとなる見込みである。

答
　タブレットの家庭での活用は可能か。問
　　校内利用が基本であるが、感染症などによ
る長期的な臨時休業に備え、一時貸出しができ
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答
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　　店頭で直接応援券を販売可とすること
で、事業者の手元に早く現金が渡る仕組みで
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答

　　家計の急変により、新たに受給対象と
なるのが 250 世帯、既受給者のなかで追
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問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
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答
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論
討
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対
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10000

壱万円
10000

小中学校タブレット PC購入事業
（1億 1,723 万円）

学校情報通信ネットワーク環境施設
整備事業                          （1億3,698万円）
学校給食無償化事業 　　　       （4,436 万円）
小中学校デジタル機器整備事業 （3,980 万円）
各小中学校再開支援事業　       （2,000 万円）
補修等指導員等派遣事業　　　  （1,687万円）

　など

経済建設委員会

議第６5号　財産の取得について

災害対応特殊救急自動車を購入

〇説明
　現有車両の老朽化により更新する。
　自動体外式除細動器などの最新の救急資機材を搭載した救急自
動車を3,388万円で取得する。
　　取得する車両は患者の搬送において新型コロナウイルス感染
症対策が施されているか。
　　特別に新型コロナウイルス等の感染症対策が施された車両で
はない。傷病者の搬送時には運転席と傷病席をビニールシートで
隔離し、隊員は感染防止衣等を着用して感染防止に努めている。

問

答

議第６4号　工事請負契約の締結について

議第４３号　瑞浪市税条例及び瑞浪市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

日吉町の衛生センター解体撤去

〇説明
　日吉町深沢で稼働していた衛生センターの処理水槽棟、機械室
棟、管理棟、付帯設備などの解体と撤去の工事を令和3年3月26日
までに実施。工事費用2億1,978万円で契約する。
　　し尿や汚泥処理施設の解体工事のため、特殊な薬品を使用す
るのか。
　　処理施設内のし尿、汚泥及び砂利等は平成30年3月の運転終
了後、全て撤去済みである。
　今回の工事は焼却炉の灰やアスベストの除去を行うもので、特
殊な薬品は使用しない。
　　衛生センター解体撤去工事は令和2年度当初予算に計上されている衛生センター閉鎖事業とは異なる
事業なのか。
　　衛生センター閉鎖事業の中に、今回の工事とその監理業務が含まれる。

問

答

問

答

総務民生文教委員会

解体される衛生センター

市税の徴収を猶予

〇説明
　新型コロナウイルス感染症の蔓延が納税者に及ぼす影響を緩和
するため、収入の減少があった方の市民税等の徴収を猶予。また、
中小企業等の償却資産や、新型コロナウイルスに対応するために
行った設備投資に対する固定資産税の軽減等を図る。
　　徴収猶予の特例とその対象はどのようか。
　　収入が前年同期に比べて概ね20%以上減少した場合で、令和
2年2月1日から令和3年1月31日の間に納期が到来するほぼ全ての
地方税について適用される。猶予された分は、納期限後1年以内に
納付するものとする。なお、延滞金は課されない。

問
答

過去最大の補正予算市財政の動きを解説
予算総額
208.9億円

何にどれだけ使われるの？

お金はどこから出ているの？

国 市 11.8億円

財政調整基金
5.2億円

市債
6,840万円

その他
5.8億円

41.5億円

3,198万円県

新型コロナ関連予算
その他の予算

※赤字は専決処分

45.8億円
7.7億円

特別定額給付金給付事業
　　　　　　　　　　（37億 1,000 万円）

全
市
民

子育て世帯応援金給付事業
　　　　　　　　　　　　  （4,646 万円）
子育て世帯臨時特別給付金給付事業
　　　　　　　　　　　　  （4,371 万円）
ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
　　　　　　　　　　　     （3,115 万円） 
保育園備品購入事業              （682 万円）
放課後児童クラブ支援事業　  （570万円）  　

など

子
育
て

事業者応援券発行事業 （1億 7,060 万円）
感染症拡大防止協力金負担事業
　　　　　　　　　　　    （4,200 万円）
感染症拡大防止協力事業者給付事業
　　　　　　　　　　　    （1,000 万円）
雇用調整助成金給付事業    （1,000 万円）
持続化補助金助成事業       （1,000 万円）
ものづくり補助金助成事業 （1,000 万円）

など

雇
用
・
経
済

用
語
解
説

教
育

防災資機材等整備事業　           （2,479万円）
一般予防経費　　　　　　          （356 万円）
生活困窮者自立支援事業　          （125 万円）
本庁舎管理経費　　　　　          （116 万円）

そ
の
他

6月定例会で承認・
可決した補正予算

53.6億円
当初予算155.3億円

新型コロナウイルス感染症の対策として、３月定例会後に
６回の補正予算が組まれ、一般会計予算の総額は 208億
8,910 万円になりました。

●専決処分
本来、議会の議決を経なければならない事柄を、特に緊
急を要する場合などに限って議会の議決を経ずに市長
が処分すること

●財政調整基金
市が財源に余裕がある年に積み立て、不測の事態に取
り崩すことで財政を調整し、安定的な財政運営を行う
ための貯金

財政調整基金積立金       （5億 9,210 万円）
瑞浪駅前周辺再開発事業        （2,050 万円）
消防訓練所等拡張事業           （1,915 万円）
農産物等直売所規模拡大整備事業　　　　　        
                                         （1,900 万円）
病院事業一部事務組合設立準備費
負担事業                               （593万円）

など

相談はお早めに

市の救急自動車
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も
随
時
、
拡

充
や
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
市
が
支
援
を
行
う
場
合
は
、
制

度
改
正
が
随
時
行
わ
れ
る
状
況
に

鑑
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
重
の

支
援
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
効
果
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
県
の
休
業
協
力
要
請

を
受
け
、
休
業
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
協
力
金
が
支
給
さ
れ
な
か
っ

た
事
業
者
に
対
し
て
は
、
市
独
自

の
休
業
協
力
金
を
支
給
す
る
。

　
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

支
援
を
考
え
て
い
く
。
　
　
　
　

【
経
済
部
長
】

　
　
子
供
の
予
防
接
種
に
関
し
、

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
接

種
を
控
え
て
し
ま
う
な
ど
の
影
響

は
出
て
い
な
い
か
。

　
　
子
ど
も
の
予
防
接
種
は
全
部

で
13
種
類
あ
り
、
生
後
２
か
月
か

ら
高
校
１
年
生
ま
で
に
接
種
す
る

事
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
歳
で
接
種
す
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
に
お
け
る
３
月
・
４
月
の
接
種

状
況
を
例
に
と
る
と
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
に
接
種
を
控
え

て
い
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、
広
報
や
乳
幼
児
健
康

診
査
の
機
会
で
、
適
切
な
時
期
に

受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
・
重
要
性

に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

榛葉利広（公明党）

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
で
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
解
析
結
果
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
方
々
の
予
防

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
メ
ン

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　
３
年
間
の
平
均
で
は
健
康
問
題

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
方
が
4.7
％
、

経
済
問
題
が
４
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
今
年
４
月
・
５
月
で
は
健
康

問
題
が
4.3
％
、
経
済
問
題
が
6.5
％

と
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
ス
ト
レ
ス
増
加
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
利

用
し
た
方
は
、
本
市
が
実
施
す
る

各
種
相
談
窓
口
の
ほ
か
、
県
の
専

門
職
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
」に
繋
が
る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
。

【
民
生
部
次
長
】

問答問答

今こそストレスチェックを

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て
、

更
な
る
周
知
や
注
意
喚
起
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療

を
受
け
る
判
断
の
目
安
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省

が
相
談
・
受
診
の
目
安
を
示
し
て

い
る
。

　
市
に
お
い
て
も
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
新
聞
折
り
込
み
で
周
知

を
図
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
第
２
波
、
第
３
波
に
備

え
、
適
切
な
時
期
に
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
同

報
無
線
や
絆
メ
ー
ル
等
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

新たな避難用品

ニューノーマル

　
　
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
編
」
に
よ
る
新
た
な
避
難
用
品

に
つ
い
て
、
市
民
へ
ど
の
よ
う
に

周
知
す
る
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
災
害
時
の
非
常

用
持
ち
出
し
品
に
追
加
す
る
も
の

は
、「
マ
ス
ク
」「
石
鹸
」「
消
毒
液
」

「
体
温
計
」「
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
」
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
持
ち
出
し

品
を
周
知
す
る
た
め
に
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
の
ほ
か
、
６
月

15
日
号
の
広
報
の
配
布
に
あ
わ
せ

て
、
避
難
者
カ
ー
ド
、
健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
、
新
た
な
避
難

用
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
全
戸
に

配
布
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
へ
の

周
知
を
行
い
、
避
難
所
で
の
感
染

症
予
防
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延

期
さ
れ
た
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
時
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
は
な
い
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
延
期
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

感
染
状
況
、
日
程
、
準
備
期
間
を

考
慮
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、

来
場
者
増
加
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。
現
時
点
で
は
、
11
月
に
「
中

央
公
民
館
文
化
祭
」
と
「
ボ
ー
ノ

ポ
ー
ク
ハ
ム
工
房
〝
瑞
浪
〞
」
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
可
能
で
あ
る
か
検
討
す
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

市政一般質問
問答問答

問答問答

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・ＩＣＴ活用環境の構築について

熊谷隆男（新政クラブ）
　・新型コロナウイルス感染症対策「新しい生活様式」に
　　ついて
　・新型コロナウイルス感染症対策における「広域連携」
　　について

棚町　潤（創政みずなみ）
　・コロナ禍における教育体制の構築について

樋田翔太（創政みずなみ）
　・行政の情報化推進について
　・教育の情報化推進について

渡邉康弘（新政クラブ）
　・高齢福祉分野における新型コロナウイルス感染症対
　　策について
　・障害福祉計画及び障害児福祉計画について

辻　正之（新政クラブ）
　・コロナ禍における市民生活について
　・児童館の役割について

榛葉利広（公明党）
　・コロナ禍で懸念される市民のこころの健康について
　・コロナ禍における妊婦と子どもの健康を守るための
　　施策について

奥村一仁（創政みずなみ）
　・新型コロナウイルス感染症への対応について
　・新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業
　　者への経済的支援について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・避難所運営ガイドライン「新型コロナウイルス感染
　　症対策編」の運用方針について
　・今後のイベントの開催について

加藤輔之（新政クラブ）
　・コロナ禍におけるみずなみ焼販売支援について
　・コロナ禍において生活が困窮した方への支援について

小木曽光佐子（創政みずなみ）
　・自然災害対策について
　・マイナンバーカードの今後について

山下千尋（新政クラブ）
　・本市の目指す医療提供体制について
　・「with コロナ社会」における関係人口の創出・拡大
　　について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　6月定例会では12人の議員が22の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから
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感
染
拡
大
防
止
の

　
　
　  

周
知
徹
底
・
注
意
喚
起
を

市
民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る

予
防
接
種
は
期
間
内
に

市
内
事
業
者
に
独
自
の
支
援
を

新
た
な
避
難
用
品
の
周
知

ど
う
な
る
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
国
や
県
の
支
援
制
度
に
該
当

し
な
い
事
業
者
に
対
し
、
市
が
支

援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
や
県
に
お
い
て
、
多
岐
に

わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
の
支
援
策
が
打
ち
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
随
時
、
拡

充
や
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
市
が
支
援
を
行
う
場
合
は
、
制

度
改
正
が
随
時
行
わ
れ
る
状
況
に

鑑
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
重
の

支
援
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
効
果
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
県
の
休
業
協
力
要
請

を
受
け
、
休
業
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
協
力
金
が
支
給
さ
れ
な
か
っ

た
事
業
者
に
対
し
て
は
、
市
独
自

の
休
業
協
力
金
を
支
給
す
る
。

　
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

支
援
を
考
え
て
い
く
。
　
　
　
　

【
経
済
部
長
】

　
　
子
供
の
予
防
接
種
に
関
し
、

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
接

種
を
控
え
て
し
ま
う
な
ど
の
影
響

は
出
て
い
な
い
か
。

　
　
子
ど
も
の
予
防
接
種
は
全
部

で
13
種
類
あ
り
、
生
後
２
か
月
か

ら
高
校
１
年
生
ま
で
に
接
種
す
る

事
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
歳
で
接
種
す
る
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
に
お
け
る
３
月
・
４
月
の
接
種

状
況
を
例
に
と
る
と
、
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
に
接
種
を
控
え

て
い
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、
広
報
や
乳
幼
児
健
康

診
査
の
機
会
で
、
適
切
な
時
期
に

受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
・
重
要
性

に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

榛葉利広（公明党）

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
で
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
解
析
結
果
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
方
々
の
予
防

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
メ
ン

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　
３
年
間
の
平
均
で
は
健
康
問
題

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
方
が
4.7
％
、

経
済
問
題
が
４
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
今
年
４
月
・
５
月
で
は
健
康

問
題
が
4.3
％
、
経
済
問
題
が
6.5
％

と
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
ス
ト
レ
ス
増
加
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
利

用
し
た
方
は
、
本
市
が
実
施
す
る

各
種
相
談
窓
口
の
ほ
か
、
県
の
専

門
職
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
」に
繋
が
る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
。

【
民
生
部
次
長
】

問答問答

今こそストレスチェックを

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て
、

更
な
る
周
知
や
注
意
喚
起
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療

を
受
け
る
判
断
の
目
安
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省

が
相
談
・
受
診
の
目
安
を
示
し
て

い
る
。

　
市
に
お
い
て
も
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
新
聞
折
り
込
み
で
周
知

を
図
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
第
２
波
、
第
３
波
に
備

え
、
適
切
な
時
期
に
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
同

報
無
線
や
絆
メ
ー
ル
等
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

新たな避難用品

ニューノーマル

　
　
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
編
」
に
よ
る
新
た
な
避
難
用
品

に
つ
い
て
、
市
民
へ
ど
の
よ
う
に

周
知
す
る
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
災
害
時
の
非
常

用
持
ち
出
し
品
に
追
加
す
る
も
の

は
、「
マ
ス
ク
」「
石
鹸
」「
消
毒
液
」

「
体
温
計
」「
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
」
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
持
ち
出
し

品
を
周
知
す
る
た
め
に
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
の
ほ
か
、
６
月

15
日
号
の
広
報
の
配
布
に
あ
わ
せ

て
、
避
難
者
カ
ー
ド
、
健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
、
新
た
な
避
難

用
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
全
戸
に

配
布
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
へ
の

周
知
を
行
い
、
避
難
所
で
の
感
染

症
予
防
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延

期
さ
れ
た
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
時
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
は
な
い
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
延
期
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

感
染
状
況
、
日
程
、
準
備
期
間
を

考
慮
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、

来
場
者
増
加
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。
現
時
点
で
は
、
11
月
に
「
中

央
公
民
館
文
化
祭
」
と
「
ボ
ー
ノ

ポ
ー
ク
ハ
ム
工
房
〝
瑞
浪
〞
」
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
可
能
で
あ
る
か
検
討
す
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

市政一般質問
問答問答

問答問答

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・ＩＣＴ活用環境の構築について

熊谷隆男（新政クラブ）
　・新型コロナウイルス感染症対策「新しい生活様式」に
　　ついて
　・新型コロナウイルス感染症対策における「広域連携」
　　について

棚町　潤（創政みずなみ）
　・コロナ禍における教育体制の構築について

樋田翔太（創政みずなみ）
　・行政の情報化推進について
　・教育の情報化推進について

渡邉康弘（新政クラブ）
　・高齢福祉分野における新型コロナウイルス感染症対
　　策について
　・障害福祉計画及び障害児福祉計画について

辻　正之（新政クラブ）
　・コロナ禍における市民生活について
　・児童館の役割について

榛葉利広（公明党）
　・コロナ禍で懸念される市民のこころの健康について
　・コロナ禍における妊婦と子どもの健康を守るための
　　施策について

奥村一仁（創政みずなみ）
　・新型コロナウイルス感染症への対応について
　・新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業
　　者への経済的支援について

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・避難所運営ガイドライン「新型コロナウイルス感染
　　症対策編」の運用方針について
　・今後のイベントの開催について

加藤輔之（新政クラブ）
　・コロナ禍におけるみずなみ焼販売支援について
　・コロナ禍において生活が困窮した方への支援について

小木曽光佐子（創政みずなみ）
　・自然災害対策について
　・マイナンバーカードの今後について

山下千尋（新政クラブ）
　・本市の目指す医療提供体制について
　・「with コロナ社会」における関係人口の創出・拡大
　　について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　6月定例会では12人の議員が22の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから
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社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
支

援
資
金
お
よ
び
緊
急
小
口
資
金
の

貸
付
状
況
、
住
居
確
保
給
付
金
の

支
給
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
総
合
支
援
資
金
は
6
月
19
日

時
点
で
、
相
談
者
4
名
、
貸
付
件

数
0
件
で
あ
る
。
緊
急
小
口
資
金

は
相
談
者
67
名
、
貸
付
件
数
36
件

で
あ
る
。
総
合
支
援
資
金
の
実
績

が
少
な
い
の
は
、
ま
ず
、
小
口
資

金
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
た
め

み
ず
な
み
焼
販
売
支
援

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

              

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

忘
れ
て
は
い
け
な
い
地
震
対
策

利
用
価
値
の
高
ま
る

　
　
　
　  マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進
を

今
こ
そ
移
住
受
け
入
れ
強
化
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

の
自
粛
の
な
か
で
、
本
年
の
「
み

ず
な
み
陶
器
ま
つ
り
」
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。
全
国
の
産
地
陶
器

市
の
相
次
ぐ
中
止
は
有
田
、波
佐
見
、

美
濃
、京
都
、瀬
戸
、万
古
等
が
あ
り
、

こ
れ
に
代
え
て
W
E
B
陶
器
市
を

企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

当
み
ず
な
み
焼
も
地
場
産
業
と
し

て
企
画
で
き
な
い
か
。

　
　
例
年
通
り
11
月
に
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
W
E
B

形
式
で
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
市
や
商
工
会
議
所

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
で
専

門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
。

メ
ー
カ
ー
、
作
家
な
ど
参
加
者
の

枠
の
拡
大
も
視
野
に
、
新
し
い
生

活
様
式
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、

W
E
B
形
式
の
新
た
な
陶
器
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

問
　
最
近
、
日
本
各
地
で
地
震
が

頻
発
し
て
い
る
。
今
年
3
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
、
防
災
力
や

意
識
を
高
め
続
け
る
た
め
、
机
上

で
も
よ
い
の
で
防
災
訓
練
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
近
年
、
気
候
変
動
等
の
影
響

に
よ
り
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
い
る
。
自
分
や
家
族

を
守
る
た
め
に
、「
自
助
」
に
よ
る

備
え
を
徹
底
し
、「
共
助
」
に
よ
る

防
災
活
動
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
区
・
組
な
ど
の
小
単
位
で
の

訓
練
を
昨
年
は
36
回
実
施
し
た
。

　
今
後
も
防
災
啓
発
を
図
る
内
容

の
「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活

用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

デジタル社会のパスポート

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
促

進
に
向
け
、
市
内
事
業
者
と
の
連

携
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
マ
イ

キ
ー
I
D
を
搭
載
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
者
が
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
し
た
際
に
国
か

ら
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
還
元
率
は
25
％
、
2
万
円
の
買

い
物
ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
で
上
限
５

千
ポ
イ
ン
ト
（
5
千
円
相
当
）
が

付
与
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
令
和

2
年
9
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
末

ま
で
の
期
間
限
定
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
制
度
を
活
か
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

市
内
の
事
業
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
商
工
会
議
所
と
連
携
し

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
浸
透
す
る

よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
国
・
県
や
、
先
進
事

例
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
市
内

の
事
業
者
と
連
携
し
た
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
医
療

機
関
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た
め
、
ま
た
、
今
後
の
医

療
提
供
体
制
を
補
完
す
る
手
法
と

し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
医
療
機
関
へ
の
初
期
投
資
経
費

の
補
助
や
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い

市
民
が
利
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
ら
ず

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
段
階
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
に
つ
い
て
、
課
題
も
多
く
、

安
全
で
適
切
な
診
療
が
提
供
さ
れ

る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
優
先

課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
拠

点
の
整
備
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
巡
回
診
療
、

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
め

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
の
維
持
・

確
保
に
向
け
て
、
国
の
検
証
や
動

向
等
に
注
視
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
視
野
に
入
れ
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
市
長
】スマホでできるオンライン診療

　
　
地
方
に
生
活
の
拠
点
を
持
つ

と
い
う
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
独
自
媒
体
づ
く

り
や
多
拠
点
居
住
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
地
域
住
民
と
移
住
者
と
の
軋

轢
を
生
ま
な
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
と
い
っ
た
策
を
講
じ

る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の
増
加
を

果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
県
が
主
催
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

通
じ
て
推
進
し
て
い
く
。

　
多
拠
点
居
住
者
の
受
け
入
れ
は
、

将
来
の
人
材
不
足
解
消
に
も
繋
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
と
し

て
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
集
落

支
援
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

地
域
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
時
休

校
中
の
学
び
の
保
障
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
人
と
の
接
触
を
減
ら
す
３
密

回
避
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援

と
し
て
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

当
市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
時
点
で
の
各
学
校
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
は
十

分
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。ハ
ー

ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
つ
い

て
研
究
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

タブレット端末

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
新
た

な
日
常
」
に
必
要
な
基
盤
の
整
備

が
急
務
の
な
か
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
」「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
て

社
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

た
時
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
、
遠

隔
診
療
が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
市
内
ほ
ぼ
全
域
に
携
帯
電
話

の
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
が
、
光
回
線
に
つ
い
て

は
、
未
だ
届
い
て
い
な
い
地
域
が

残
っ
て
い
る
。
国
や
県
の
支
援
の

有
無
な
ど
も
確
認
し
た
う
え
で
、

民
間
事
業
者
と
協
議
し
、
整
備
に

向
け
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ） 小木曽光佐子（創政みずなみ）

山下千尋（新政クラブ）

問答問答

問問答 答 問答問答

問答 問答

みずなみ焼のポスター

で
、
再
度
融
資
が
必
要
な
場
合
は
、

総
合
支
援
資
金
の
利
用
が
増
え
て

く
る
も
の
と
考
え
る
。
住
居
確
保

給
付
金
は
相
談
者
13
名
、
交
付
決

定
件
数
1
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
民
生
部
長
】
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社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
支

援
資
金
お
よ
び
緊
急
小
口
資
金
の

貸
付
状
況
、
住
居
確
保
給
付
金
の

支
給
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
総
合
支
援
資
金
は
6
月
19
日

時
点
で
、
相
談
者
4
名
、
貸
付
件

数
0
件
で
あ
る
。
緊
急
小
口
資
金

は
相
談
者
67
名
、
貸
付
件
数
36
件

で
あ
る
。
総
合
支
援
資
金
の
実
績

が
少
な
い
の
は
、
ま
ず
、
小
口
資

金
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
た
め

み
ず
な
み
焼
販
売
支
援

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

              

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

忘
れ
て
は
い
け
な
い
地
震
対
策

利
用
価
値
の
高
ま
る

　
　
　
　  マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進
を

今
こ
そ
移
住
受
け
入
れ
強
化
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

の
自
粛
の
な
か
で
、
本
年
の
「
み

ず
な
み
陶
器
ま
つ
り
」
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。
全
国
の
産
地
陶
器

市
の
相
次
ぐ
中
止
は
有
田
、波
佐
見
、

美
濃
、京
都
、瀬
戸
、万
古
等
が
あ
り
、

こ
れ
に
代
え
て
W
E
B
陶
器
市
を

企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

当
み
ず
な
み
焼
も
地
場
産
業
と
し

て
企
画
で
き
な
い
か
。

　
　
例
年
通
り
11
月
に
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
防
止
の
た
め
、
W
E
B

形
式
で
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
市
や
商
工
会
議
所

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
で
専

門
部
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
。

メ
ー
カ
ー
、
作
家
な
ど
参
加
者
の

枠
の
拡
大
も
視
野
に
、
新
し
い
生

活
様
式
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、

W
E
B
形
式
の
新
た
な
陶
器
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

問
　
最
近
、
日
本
各
地
で
地
震
が

頻
発
し
て
い
る
。
今
年
3
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
、
防
災
力
や

意
識
を
高
め
続
け
る
た
め
、
机
上

で
も
よ
い
の
で
防
災
訓
練
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
近
年
、
気
候
変
動
等
の
影
響

に
よ
り
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
い
る
。
自
分
や
家
族

を
守
る
た
め
に
、「
自
助
」
に
よ
る

備
え
を
徹
底
し
、「
共
助
」
に
よ
る

防
災
活
動
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
区
・
組
な
ど
の
小
単
位
で
の

訓
練
を
昨
年
は
36
回
実
施
し
た
。

　
今
後
も
防
災
啓
発
を
図
る
内
容

の
「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活

用
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

デジタル社会のパスポート

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
促

進
に
向
け
、
市
内
事
業
者
と
の
連

携
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
マ
イ

キ
ー
I
D
を
搭
載
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
者
が
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
し
た
際
に
国
か

ら
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
還
元
率
は
25
％
、
2
万
円
の
買

い
物
ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
で
上
限
５

千
ポ
イ
ン
ト
（
5
千
円
相
当
）
が

付
与
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
令
和

2
年
9
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
末

ま
で
の
期
間
限
定
で
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
制
度
を
活
か
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

市
内
の
事
業
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
商
工
会
議
所
と
連
携
し

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
浸
透
す
る

よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
国
・
県
や
、
先
進
事

例
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
市
内

の
事
業
者
と
連
携
し
た
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
医
療

機
関
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た
め
、
ま
た
、
今
後
の
医

療
提
供
体
制
を
補
完
す
る
手
法
と

し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
医
療
機
関
へ
の
初
期
投
資
経
費

の
補
助
や
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い

市
民
が
利
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
拠
点
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
ら
ず

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
段
階
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
に
つ
い
て
、
課
題
も
多
く
、

安
全
で
適
切
な
診
療
が
提
供
さ
れ

る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
優
先

課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
拠

点
の
整
備
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
巡
回
診
療
、

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
め

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
の
維
持
・

確
保
に
向
け
て
、
国
の
検
証
や
動

向
等
に
注
視
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
視
野
に
入
れ
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
市
長
】スマホでできるオンライン診療

　
　
地
方
に
生
活
の
拠
点
を
持
つ

と
い
う
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
独
自
媒
体
づ
く

り
や
多
拠
点
居
住
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
地
域
住
民
と
移
住
者
と
の
軋

轢
を
生
ま
な
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
と
い
っ
た
策
を
講
じ

る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の
増
加
を

果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
県
が
主
催
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

通
じ
て
推
進
し
て
い
く
。

　
多
拠
点
居
住
者
の
受
け
入
れ
は
、

将
来
の
人
材
不
足
解
消
に
も
繋
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
と
し

て
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
集
落

支
援
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

地
域
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
時
休

校
中
の
学
び
の
保
障
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
人
と
の
接
触
を
減
ら
す
３
密

回
避
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援

と
し
て
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

当
市
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
時
点
で
の
各
学
校
に
お
け

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
は
十

分
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。ハ
ー

ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
つ
い

て
研
究
し
、
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

タブレット端末

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
新
た

な
日
常
」
に
必
要
な
基
盤
の
整
備

が
急
務
の
な
か
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
」「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
向
け
て

社
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

た
時
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
、
遠

隔
診
療
が
注
目
さ
れ
た
。
今
後
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
市
内
ほ
ぼ
全
域
に
携
帯
電
話

の
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
が
、
光
回
線
に
つ
い
て

は
、
未
だ
届
い
て
い
な
い
地
域
が

残
っ
て
い
る
。
国
や
県
の
支
援
の

有
無
な
ど
も
確
認
し
た
う
え
で
、

民
間
事
業
者
と
協
議
し
、
整
備
に

向
け
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ） 小木曽光佐子（創政みずなみ）

山下千尋（新政クラブ）

問答問答

問問答 答 問答問答

問答 問答

みずなみ焼のポスター

で
、
再
度
融
資
が
必
要
な
場
合
は
、

総
合
支
援
資
金
の
利
用
が
増
え
て

く
る
も
の
と
考
え
る
。
住
居
確
保

給
付
金
は
相
談
者
13
名
、
交
付
決

定
件
数
1
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
民
生
部
長
】

89

市政一般質問市政一般質問



　
　
今
年
3
月
に
第
４
次
情
報
化

推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
市
民

の
年
代
別
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
の
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
A
I
や
R
P
A
の
活

用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
年
代
別
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
状
況
は
下
記
図
の
と

お
り
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や
L
I
N
E
を

用
い
た
防
災
情
報
の
発
信
を
始
め

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
個

人
認
証
や
手
数
料
を
必
要
と
し
な

い
軽
微
な
申
請
か
ら
導
入
を
は
じ

め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
臨
時
休
校
期
間

の
学
び
の
保
障
は
ど
の
よ
う
か
。

　
ま
た
、
教
育
現
場
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
へ
の
対
応
や
、
通
信
機

器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な

い
児
童
生
徒
に
対
し
て
機
器
の
貸

し
出
し
や
、
Wi
ー
Fi
ル
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
は
可
能
か
。

　
　
臨
時
休
校
中
は
「
家
庭
学
習

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
等
を
配

布
し
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
家
庭
学
習

を
行
っ
て
き
た
。
県
教
育
委
員
会

が
作
成
し
た
授
業
動
画
の
配
信
は
、

多
い
日
で
6
2
2
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、
端
末
や
通
信
環
境
の
な

い
生
徒
に
は
D
V
D
を
作
成
し
貸

し
出
し
を
行
っ
た
。
感
染
症
の
第

2
波
、
第
３
波
の
到
来
も
予
想
さ

れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

対
応
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
1
人
1
台
使
え
る

よ
う
購
入
し
、
Wi
ー
Fi
ル
ー
タ
ー

の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
相
談
支
援
体
制

の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
年
度
4
月
に
設
置
し
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て

期
に
わ
た
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
心
身
の
不
調
や
病
気
、

障
害
な
ど
の
事
案
に
対
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
業
務

も
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
員
を
3

名
に
増
員
し
相
談
体
制
の
強
化
を

行
い
、
支
援
に
至
っ
て
い
な
い
方

の
掘
り
起
こ
し
や
、
切
れ
目
な
い

き
め
細
や
か
な
支
援
を
図
っ
て
い

る
。

【
民
生
部
長
】

　
　
感
染
症
対
策
と
し
て
近
隣
市

町
や
東
濃
５
市
間
等
と
の
「
広
域

連
携
」
を
促
進
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
こ
れ
ま
で
主
に
東
濃
５
市
間

で
情
報
共
有
を
図
っ
て
き
た
。
具

体
的
に
は
保
健
事
業
や
学
校
休
業

に
伴
う
幼
児
園
の
閉
園
や
休
園
中

の
対
応
お
よ
び
再
開
の
日
程
な
ど

の
ほ
か
、
文
化
・
体
育
施
設
や
都

市
公
園
の
利
用
に
つ
い
て
情
報
を

共
有
し
対
応
を
実
施
し
た
。

　
東
濃
５
市
の
連
携
は
引
き
続
き

重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
御
嵩
町

や
可
児
市
、
さ
ら
に
は
県
境
を
越

え
た
豊
田
市
、
春
日
井
市
、
名
古

屋
市
と
も
連
携
し
た
動
き
が
必
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。【

市
長
】

　
　
中
体
連
が
主
催
す
る
夏
季
大

会
や
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の

中
止
が
決
ま
っ
た
が
、
部
活
動
の

成
果
を
発
表
で
き
る
場
を
設
け
る

予
定
は
あ
る
か
。

　
　
瑞
浪
市
中
学
校
体
育
連
盟
が

関
係
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
や
協
会
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
対
し
、
３
年

生
が
参
加
し
部
活
動
の
成
果
を
発

表
で
き
る
場
と
し
て
、
記
録
会
や

交
流
会
な
ど
の
開
催
に
つ
い
て
、

検
討
や
協
力
の
依
頼
を
行
っ
た
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
の
動

き
を
支
援
し
て
い
く
。
現
段
階
で

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
二
種
目
に
つ
い
て
代
替
大
会

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
は

　
　  

通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
務

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て

　
　 促
進
す
べ
き
は
「
広
域
連
携
」

夏
期
授
業
へ
の
対
策
は

部
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
か

事
務
手
続
き
の
効
率
化
を
推
進

早
期
に
授
業
配
信
の
環
境
整
備
を

緊
急
事
態
宣
言
後
の
高
齢
者
支
援

障
が
い
児
の
相
談
支
援
の
強
化

熊谷隆男（新政クラブ）

渡邉康弘（新政クラブ）

　
　
教
育
や
就
労
に
関
し
て
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
促
進
す
る
た

め
に
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
万

全
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
促
進

す
る
う
え
で
、
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル

環
境
の
現
状
を
確
認
し
、
事
業
者

へ
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
光
回
線
の
整
備
で
は
、
必
要
と

な
る
初
期
投
資
費
用
や
維
持
管
理

経
費
な
ど
将
来
に
わ
た
っ
て
経
費

が
ど
の
く
ら
い
必
要
に
な
る
か
見

定
め
、
国
や
県
の
支
援
の
有
無
な

ど
を
確
認
し
た
う
え
で
民
間
事
業

者
と
協
議
し
、
整
備
に
向
け
働
き

か
け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

新しい生活様式年代別インターネット利用率（％）

　
　
学
校
が
３
か
月
間
休
校
と

な
っ
た
た
め
、
夏
休
み
が
短
縮
さ

れ
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
学
校
生
活
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　
徒
歩
通
学
の
児
童
・
生
徒
は

登
下
校
時
間
の
工
夫
、
傘
差
し
通

学
、
荷
物
の
軽
量
化
、
保
護
者
に

よ
る
送
迎
協
力
な
ど
に
よ
り
暑
い

夏
で
も
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

の
児
童
・
生
徒
は
夏
休
み
中
も
臨

時
で
バ
ス
を
運
行
し
通
学
手
段
を

確
保
す
る
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
保
守
点
検
の

た
め
に
給
食
の
提
供
が
で
き
な
い

期
間
は
、
食
中
毒
へ
の
配
慮
が
必

要
な
た
め
弁
当
業
者
に
よ
る
弁
当

給
食
や
パ
ン
等
の
簡
易
給
食
を
提

供
す
る
。

　
エ
ア
コ
ン
の
な
い
特
別
教
室
に

は
ミ
ス
ト
扇
風
機
を
購
入
し
暑
さ

対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答問答

マスクで「いただきます」

問答問答

　
　
高
齢
福
祉
分
野
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

だ
け
で
な
く
、
フ
レ
イ
ル
な
ど
の

予
防
対
策
も
同
時
に
考
え
、
総
合

的
な
支
援
と
相
談
体
制
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
外
出
自
粛
に
よ
る
フ
レ
イ
ル

の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢

者
を
対
象
と
す
る
講
座
や
教
室
の

参
加
者
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
憩
い
の
家
の
利
用
者
に
対
し

て
「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

に
基
づ
き
支
援
を
実
施
す
る
。
結

果
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
有
し
、
居
宅
生
活
に
お
い
て
注

意
す
べ
き
点
の
指
導
な
ど
を
個
別

に
行
う
。

　
ま
た
、「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
は
、広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
相
談
先
も
表
示
し

て
周
知
徹
底
を
行
う
。

【
民
生
部
次
長
】

問問 答答

子育て世代包括支援センター

樋田翔太（創政みずなみ）

棚町　潤（創政みずなみ）
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今
年
3
月
に
第
４
次
情
報
化

推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
市
民

の
年
代
別
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
の
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
A
I
や
R
P
A
の
活

用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
年
代
別
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
状
況
は
下
記
図
の
と

お
り
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や
L
I
N
E
を

用
い
た
防
災
情
報
の
発
信
を
始
め

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
個

人
認
証
や
手
数
料
を
必
要
と
し
な

い
軽
微
な
申
請
か
ら
導
入
を
は
じ

め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
臨
時
休
校
期
間

の
学
び
の
保
障
は
ど
の
よ
う
か
。

　
ま
た
、
教
育
現
場
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
へ
の
対
応
や
、
通
信
機

器
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な

い
児
童
生
徒
に
対
し
て
機
器
の
貸

し
出
し
や
、
Wi
ー
Fi
ル
ー
タ
ー
の

貸
し
出
し
は
可
能
か
。

　
　
臨
時
休
校
中
は
「
家
庭
学
習

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
等
を
配

布
し
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
家
庭
学
習

を
行
っ
て
き
た
。
県
教
育
委
員
会

が
作
成
し
た
授
業
動
画
の
配
信
は
、

多
い
日
で
6
2
2
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、
端
末
や
通
信
環
境
の
な

い
生
徒
に
は
D
V
D
を
作
成
し
貸

し
出
し
を
行
っ
た
。
感
染
症
の
第

2
波
、
第
３
波
の
到
来
も
予
想
さ

れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

対
応
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
1
人
1
台
使
え
る

よ
う
購
入
し
、
Wi
ー
Fi
ル
ー
タ
ー

の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
相
談
支
援
体
制

の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
年
度
4
月
に
設
置
し
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て

期
に
わ
た
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
心
身
の
不
調
や
病
気
、

障
害
な
ど
の
事
案
に
対
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
業
務

も
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
員
を
3

名
に
増
員
し
相
談
体
制
の
強
化
を

行
い
、
支
援
に
至
っ
て
い
な
い
方

の
掘
り
起
こ
し
や
、
切
れ
目
な
い

き
め
細
や
か
な
支
援
を
図
っ
て
い

る
。

【
民
生
部
長
】

　
　
感
染
症
対
策
と
し
て
近
隣
市

町
や
東
濃
５
市
間
等
と
の
「
広
域

連
携
」
を
促
進
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
こ
れ
ま
で
主
に
東
濃
５
市
間

で
情
報
共
有
を
図
っ
て
き
た
。
具

体
的
に
は
保
健
事
業
や
学
校
休
業

に
伴
う
幼
児
園
の
閉
園
や
休
園
中

の
対
応
お
よ
び
再
開
の
日
程
な
ど

の
ほ
か
、
文
化
・
体
育
施
設
や
都

市
公
園
の
利
用
に
つ
い
て
情
報
を

共
有
し
対
応
を
実
施
し
た
。

　
東
濃
５
市
の
連
携
は
引
き
続
き

重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
御
嵩
町

や
可
児
市
、
さ
ら
に
は
県
境
を
越

え
た
豊
田
市
、
春
日
井
市
、
名
古

屋
市
と
も
連
携
し
た
動
き
が
必
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。【

市
長
】

　
　
中
体
連
が
主
催
す
る
夏
季
大

会
や
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の

中
止
が
決
ま
っ
た
が
、
部
活
動
の

成
果
を
発
表
で
き
る
場
を
設
け
る

予
定
は
あ
る
か
。

　
　
瑞
浪
市
中
学
校
体
育
連
盟
が

関
係
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
や
協
会
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
対
し
、
３
年

生
が
参
加
し
部
活
動
の
成
果
を
発

表
で
き
る
場
と
し
て
、
記
録
会
や

交
流
会
な
ど
の
開
催
に
つ
い
て
、

検
討
や
協
力
の
依
頼
を
行
っ
た
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
の
動

き
を
支
援
し
て
い
く
。
現
段
階
で

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
二
種
目
に
つ
い
て
代
替
大
会

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
は

　
　  

通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
務

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て

　
　 促
進
す
べ
き
は
「
広
域
連
携
」

夏
期
授
業
へ
の
対
策
は

部
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る
か

事
務
手
続
き
の
効
率
化
を
推
進

早
期
に
授
業
配
信
の
環
境
整
備
を

緊
急
事
態
宣
言
後
の
高
齢
者
支
援

障
が
い
児
の
相
談
支
援
の
強
化

熊谷隆男（新政クラブ）

渡邉康弘（新政クラブ）

　
　
教
育
や
就
労
に
関
し
て
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
促
進
す
る
た

め
に
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
万

全
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
促
進

す
る
う
え
で
、
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
モ
バ
イ
ル

環
境
の
現
状
を
確
認
し
、
事
業
者

へ
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
光
回
線
の
整
備
で
は
、
必
要
と

な
る
初
期
投
資
費
用
や
維
持
管
理

経
費
な
ど
将
来
に
わ
た
っ
て
経
費

が
ど
の
く
ら
い
必
要
に
な
る
か
見

定
め
、
国
や
県
の
支
援
の
有
無
な

ど
を
確
認
し
た
う
え
で
民
間
事
業

者
と
協
議
し
、
整
備
に
向
け
働
き

か
け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

問答問答

新しい生活様式年代別インターネット利用率（％）

　
　
学
校
が
３
か
月
間
休
校
と

な
っ
た
た
め
、
夏
休
み
が
短
縮
さ

れ
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
学
校
生
活
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　
徒
歩
通
学
の
児
童
・
生
徒
は

登
下
校
時
間
の
工
夫
、
傘
差
し
通

学
、
荷
物
の
軽
量
化
、
保
護
者
に

よ
る
送
迎
協
力
な
ど
に
よ
り
暑
い

夏
で
も
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

の
児
童
・
生
徒
は
夏
休
み
中
も
臨

時
で
バ
ス
を
運
行
し
通
学
手
段
を

確
保
す
る
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
保
守
点
検
の

た
め
に
給
食
の
提
供
が
で
き
な
い

期
間
は
、
食
中
毒
へ
の
配
慮
が
必

要
な
た
め
弁
当
業
者
に
よ
る
弁
当

給
食
や
パ
ン
等
の
簡
易
給
食
を
提

供
す
る
。

　
エ
ア
コ
ン
の
な
い
特
別
教
室
に

は
ミ
ス
ト
扇
風
機
を
購
入
し
暑
さ

対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答問答

マスクで「いただきます」

問答問答

　
　
高
齢
福
祉
分
野
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

だ
け
で
な
く
、
フ
レ
イ
ル
な
ど
の

予
防
対
策
も
同
時
に
考
え
、
総
合

的
な
支
援
と
相
談
体
制
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
外
出
自
粛
に
よ
る
フ
レ
イ
ル

の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢

者
を
対
象
と
す
る
講
座
や
教
室
の

参
加
者
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
憩
い
の
家
の
利
用
者
に
対
し

て
「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

に
基
づ
き
支
援
を
実
施
す
る
。
結

果
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
有
し
、
居
宅
生
活
に
お
い
て
注

意
す
べ
き
点
の
指
導
な
ど
を
個
別

に
行
う
。

　
ま
た
、「
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
は
、広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
相
談
先
も
表
示
し

て
周
知
徹
底
を
行
う
。

【
民
生
部
次
長
】

問問 答答

子育て世代包括支援センター

樋田翔太（創政みずなみ）

棚町　潤（創政みずなみ）
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平成31年4月～令和2年2月

令和2年3月

会派視察
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・東海自治体学校（５月）
　　憲法を生かし、いのちと暮らしを守る自治体を
・自治体学校 in 静岡（７月）
　　憲法と自治のチカラが地域の未来を切りひらく
・地域経済の将来を考える研究会（８月）
・リニア建設事業再評価の交流懇談会（９月）
・市町村議会議員研修会 in 名古屋（１１月）
　自治体再編の流れをみすえ、これからの社会保障を考える
　持続可能な社会に向けた交通権を保持した地域交通政策を考える
日本共産党岐阜県地方議員政府交渉
コピー
書籍等『全国革新懇ニュース』他

会派視察
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・全国市議会議長会研究フォーラム
プリンターインク等

調査研究費

研修費

要請・陳情活動費
資料作成費
資料購入費

調査研究費

研修費
資料作成費

19,190

63,650

22,560
1,650
3,020

20,460

61,440
9,594

辻　正之（新政クラブ）

　
　
児
童
館
の
更
な
る
機
能
拡
充

を
め
ざ
す
た
め
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
、
子

ど
も
の
福
祉
的
な
課
題
へ
の
対
応

や
家
庭
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

相
談
・
援
助
を
行
い
、
子
育
て
の

共
同
の
場
づ
く
り
の
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
児
童
館
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
、
児
童
虐
待
、

中
・
高
生
の
居
場
所
確
保
な
ど
、

従
前
に
比
べ
児
童
館
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
国

は
平
成
30
年
10
月
に
「
児
童
館
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
正
し
た
。

　
改
正
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

児
童
館
職
員
に
は
、
子
ど
も
や
保

護
者
と
関
わ
る
際
、
利
用
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
す
る

た
め
、
家
庭
が
抱
え
る
課
題
の
予

防
対
策
や
早
期
発
見
が
必
要
で
、

「
子
ど
も
の
育
ち
」
に
関
す
る
専
門

機
関
と
情
報
を
連
携
す
る
能
力
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、

児
童
館
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
世
帯
へ
の
対
応

今
後
の
児
童
館
の
在
り
方

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
、
休
校
や
外
出
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
子
育
て
世

帯
へ
の
市
独
自
の
支
援
策
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
国
の
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
」
と
、

市
独
自
の
「
瑞
浪
市
子
育
て
世
帯

応
援
金
給
付
事
業
」
で
、
そ
れ
ぞ

れ
児
童
1
名
に
つ
き
1
万
円
の
支

給
を
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
の
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
小
中
学
校
の
給
食
費
、
幼
児

保
育
の
副
食
費
を
３
か
月
間
無
償

と
す
る
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

【
民
生
部
長
】

問答問答

南小田児童館

平成31年4月～令和2年3月

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、一人あたり月額８千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（１円以上 )を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。

会派名
（人数）

日本共産党
（１人）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途
明　　　細金　額項　目

96,000 110,070

公明党
（１人） 96,000 91,494

事務用品
プリンター

資料作成費
事務所費

17,440
39,800

創政みずなみ
（７人） 56,000 57,240

プリンタートナー、事務用品資料作成費 29,362新政クラブ
（７人） 56,000 29,362

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
　　地域のスポーツ振興施策について
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・埼玉県朝霞市（１月）
　　人権尊重に向けた政策について
　　男女共同参画の推進について
　　仕事と生活の調和に向けた政策について
・衆議院第二議員会館（１月）
　　まち・ひと・しごと創生総合戦略について
会派報作成
プリンタートナー、事務用品

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
プリンターインク等
書籍『持続可能な地域の作り方』他

調査研究費

広報費
資料作成費

調査研究費

資料作成費
資料購入費

1,227,620

147,840
32,669

42,990

27,580
19,323

※会派「新政みずなみ」「瑞若会」「瑞浪を良くする会」は R2.2.21 解散につき、１１ヶ月分の交付額となっています。

※会派「創政みずなみ」「新政クラブ」は R2.2.21 結成につき、１ヶ月分の交付額となっています。

会派名
（人数）

新政みずなみ
（12人）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途

明　　　細金　額項　目

会　派　名
（人数）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途

明　　　細金　額項　目

1,056,000 1,408,129

瑞若会
（１人） 88,000 89,893

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
　　地域のスポーツ振興施策について
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
書籍『地方議会人』他

調査研究費

資料購入費

57,540

31,104

瑞浪を
良くする会
（１人）

88,000 88,644
平成 31 年度政務活動費の収支を報告します
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平成31年4月～令和2年2月

令和2年3月

会派視察
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・東海自治体学校（５月）
　　憲法を生かし、いのちと暮らしを守る自治体を
・自治体学校 in 静岡（７月）
　　憲法と自治のチカラが地域の未来を切りひらく
・地域経済の将来を考える研究会（８月）
・リニア建設事業再評価の交流懇談会（９月）
・市町村議会議員研修会 in 名古屋（１１月）
　自治体再編の流れをみすえ、これからの社会保障を考える
　持続可能な社会に向けた交通権を保持した地域交通政策を考える
日本共産党岐阜県地方議員政府交渉
コピー
書籍等『全国革新懇ニュース』他

会派視察
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・全国市議会議長会研究フォーラム
プリンターインク等

調査研究費

研修費

要請・陳情活動費
資料作成費
資料購入費

調査研究費

研修費
資料作成費

19,190

63,650

22,560
1,650
3,020

20,460

61,440
9,594

辻　正之（新政クラブ）

　
　
児
童
館
の
更
な
る
機
能
拡
充

を
め
ざ
す
た
め
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
、
子

ど
も
の
福
祉
的
な
課
題
へ
の
対
応

や
家
庭
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

相
談
・
援
助
を
行
い
、
子
育
て
の

共
同
の
場
づ
く
り
の
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
児
童
館
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
、
児
童
虐
待
、

中
・
高
生
の
居
場
所
確
保
な
ど
、

従
前
に
比
べ
児
童
館
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
国

は
平
成
30
年
10
月
に
「
児
童
館
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
正
し
た
。

　
改
正
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

児
童
館
職
員
に
は
、
子
ど
も
や
保

護
者
と
関
わ
る
際
、
利
用
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
す
る

た
め
、
家
庭
が
抱
え
る
課
題
の
予

防
対
策
や
早
期
発
見
が
必
要
で
、

「
子
ど
も
の
育
ち
」
に
関
す
る
専
門

機
関
と
情
報
を
連
携
す
る
能
力
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、

児
童
館
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
世
帯
へ
の
対
応

今
後
の
児
童
館
の
在
り
方

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
、
休
校
や
外
出
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
子
育
て
世

帯
へ
の
市
独
自
の
支
援
策
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
国
の
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
」
と
、

市
独
自
の
「
瑞
浪
市
子
育
て
世
帯

応
援
金
給
付
事
業
」
で
、
そ
れ
ぞ

れ
児
童
1
名
に
つ
き
1
万
円
の
支

給
を
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
の
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
小
中
学
校
の
給
食
費
、
幼
児

保
育
の
副
食
費
を
３
か
月
間
無
償

と
す
る
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

【
民
生
部
長
】

問答問答

南小田児童館

平成31年4月～令和2年3月

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、一人あたり月額８千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（１円以上 )を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。

会派名
（人数）

日本共産党
（１人）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途
明　　　細金　額項　目

96,000 110,070

公明党
（１人） 96,000 91,494

事務用品
プリンター

資料作成費
事務所費

17,440
39,800

創政みずなみ
（７人） 56,000 57,240

プリンタートナー、事務用品資料作成費 29,362新政クラブ
（７人） 56,000 29,362

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
　　地域のスポーツ振興施策について
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
・埼玉県朝霞市（１月）
　　人権尊重に向けた政策について
　　男女共同参画の推進について
　　仕事と生活の調和に向けた政策について
・衆議院第二議員会館（１月）
　　まち・ひと・しごと創生総合戦略について
会派報作成
プリンタートナー、事務用品

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
プリンターインク等
書籍『持続可能な地域の作り方』他

調査研究費

広報費
資料作成費

調査研究費

資料作成費
資料購入費

1,227,620

147,840
32,669

42,990

27,580
19,323

※会派「新政みずなみ」「瑞若会」「瑞浪を良くする会」は R2.2.21 解散につき、１１ヶ月分の交付額となっています。

※会派「創政みずなみ」「新政クラブ」は R2.2.21 結成につき、１ヶ月分の交付額となっています。

会派名
（人数）

新政みずなみ
（12人）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途

明　　　細金　額項　目

会　派　名
（人数）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途

明　　　細金　額項　目

1,056,000 1,408,129

瑞若会
（１人） 88,000 89,893

会派視察
・衆議院第二議員会館（５月）
　　幼児教育無償化における地方の役割、負担について
　　東濃における国土強靭化の取り組みについて
　　地域のスポーツ振興施策について
・滋賀県大津市（１１月）
　　市町村議会議員特別セミナー
書籍『地方議会人』他

調査研究費

資料購入費

57,540

31,104

瑞浪を
良くする会
（１人）

88,000 88,644
平成 31 年度政務活動費の収支を報告します
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6～12
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委員会の審査報告
市政一般質問
政務活動費収支報告
議決結果一覧・編集後記
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TEL／0572-67-1112　FAX／0572-68-2043
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みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

　七夕は、織姫と彦星が 1年で 1度だけ逢える日。そのため「二人のように願い事が叶います
ように」と、星に願いをする行事です。今年は新型コロナウイルスの影響で友達とも遊べず自
宅での生活が長引きました。短冊に書かれた子ども達の夢が叶う事を願っています。
　「瑞浪市に笑顔が戻りますように。」

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
臨

時
給
付
金
な
ど
国
の
施
策
に
加
え
応
援
チ

ケ
ッ
ト
の
発
行
や
、
納
税
時
期
の
先
延
ば

し
な
ど
様
々
な
制
度
を
活
用
し
、
市
民
の

皆
様
の
生
活
を
守
る
た
め
に
議
会
と
し
て

も
努
力
を
続
け
る
毎
日
で
す
。
こ
の
編
集

後
記
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
市
内
に
一

人
の
感
染
者
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
考

え
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
最
前

線
で
戦
っ
て
お
ら
れ
る
医
療
関
係
者
の
皆

様
へ
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
当
た
り
前
に
行
え
て
い
た
こ
と

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
が
も
た
ら
す
危
険
性

か
ら
、
地
方
へ
移
住
を
試
み
る
人
の
流
れ

が
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ
の
苦
難
を
乗
り

越
え
た
先
に
本
当
の
地
方
創
生
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
大
切
な
人
と
安
心
し

て
過
ご
せ
る
瑞
浪
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　結
び
に
あ
た
り
、
議
会
が
市
民
の
皆
様

の
声
を
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
な

る
よ
う
、
委
員
と
し
て
残
り
の
任
期
を
全

う
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　議
会
広
報
広
聴
委
員
会委員

　樋
田
翔
太

9
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
9
月
1
日（
火
）
〜
10
月
1
日（
木
）

◆
市
政
一
般
質
問

　
9
月
28
日（
月
）
９
時
〜

　
9
月
29
日（
火
）
９
時
〜

６月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

短冊に願いをこめて（瑞浪幼児園）

６月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

奥
村
一
仁

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯

山
下
千
尋

棚
町
　潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

可決予算
決算

付託先議案名

令和２年度瑞浪市一般会計
補正予算（第５号）

議長(成瀬徳夫議員)は採決に加わらない。

※議第64号、議第65号は内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
67号予算

議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

承認省略

同意省略
同意省略

可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教
可決総務民生文教

可決経済建設
可決経済建設
可決予算決算
可決予算決算

採択経済建設

採決結果付託先

可決̶

承第 1 号 専決処分の承認について（令和元年度専第８号　瑞浪市税条例等の一部を改正す
る条例の制定について）
専決処分の承認について（令和元年度専第９号　瑞浪市都市計画税条例の一部を
改正する条例の制定について）

専決処分の承認について（令和元年度専第１１号　瑞浪市消防団員等公務災害補
償条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第１号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第１号））
専決処分の承認について（令和２年度専第２号　瑞浪市国民健康保険条例の一部
を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第４号　瑞浪市後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第５号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第２号））
専決処分の承認について（令和２年度専第６号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第３号））

瑞浪市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
瑞浪市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

瑞浪市税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市税条例及び瑞浪市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

工事請負契約の締結について【衛生センター解体撤去工事】
財産の取得について【救急自動車及び救急資機材の更新整備】
令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）
令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第６号）

瑞浪市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する
意見書提出に関する請願書

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する
意見書の提出について

専決処分の承認について（令和元年度専第１０号　瑞浪市地方活力向上地域にお
ける瑞浪市固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する
条例の制定について）

承第 2 号

承第 3 号

承第 4 号

承第 5 号承　認

人　事

条　例

その他

予　算

請　願

意見書

承第 6 号

承第 7 号

承第 8 号

承第 9 号

議第 49号
議第 50～ 63号

議第 42号
議第 43号
議第 44号
議第 45号

議第 46号

議第 47号
議第 48号

議第 64号
議第 65号
議第 66号
議第 68号

請願第 1号

発議第 1号
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議決結果一覧・編集後記


